
R８上半期学校評価アンケート結果号 

令和８年１０月２日（金） 

京都市立待鳳小学校 校長 牧 紀彦 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校評価のアンケートへのご協力ありがとうございました。お忙しい中、たくさんの保護者の方か

らご回答いただきました。いただいたアンケートの回答結果は、今後の学校づくりの参考にさせてい

ただきます。１２月ごろに、下半期の学校評価アンケートを実施する予定です。引き続きご協力いた

だきますようよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

待鳳だより

←肯定的｜否定的→ ←肯定的｜否定的→ 

学校教育目標「考えを深め会い、夢に向かって挑戦する待鳳の子」 

話を通して自分なりの考えを見つけたり、ふり返ったりすることを日常的に行っているのではないかと思います。周り

の大人が子どもの疑問について一緒に考え、意見をかわす環境は「探究的な学び」の素地を培い、自己肯定感を高

めているのではないでしょうか。本校の多くの児童が「自分に長所がある」「人の役に立ちたい」と考えることができ

るのは、そうした家庭環境の支えが大きいのではないかと思います。 

次に、否定的な意見の多かった項目について見ていきたいと思います。 

「子どもはめあてや目標を実現するために、自分で計画を立てている」（肯定的 36.9％ 否定的 63.1％） 

「子どもは「なしとげたい」とか「こんな人になりたい」など 

の夢や目標をもっている。」（肯定的 63.6％ 否定的 36.5％） 

「子どもは失敗を恐れずいろんなことに挑戦しようとしている。」      （肯定的 67.2％ 否定的 32.7％） 

 一番に多かったのは、「計画性」についてです。PISA（OECD生徒の学習到達度調査）においても日本の子ども

たちの特徴として、学力は世界トップレベルでありながら、学習の計画に対して自信をもっている子が少ないことがう

かがえます。目標の到達に向けて計画する力は大切ですが、一朝一夕では身につきません。子どもが立てた計画を

大人が確認すると、甘さが目につきもどかしく思うことも多くあります。しかし、こちらが指示を出し過ぎてしまうと、な

かなか計画性が育ちません。いつもというわけにはいきませんが、私たち大人は、忍耐強く子どもの計画に寄り添い

アドバイスをしていくことが大切なのかもしれません。 

「夢や目標をもつ」「失敗を恐れず挑戦」についても子どもたちが成長する上で大切な視点です。自尊感情を高

め、挑戦する子を育てる上で「褒めること」が大切だとよく言われます。1990年ごろスタンフォード大学で同じテスト

をした子どもたちに対して「能力や才能」を褒めたグループと「努力や過程」を認めて褒めたグループに分け、その

後の成長の様子を見る研究が行われました。その後 2つのグループの子どもに新しい問題を解くか、同じ問題を解

くかを選ばせると明確な差が生まれたそうです。（裏面へ） 

保
護
者 

「学校教育目標（育成をめざす資質・能力）」 
・自分事として考える力       ・「自分たちで」「自分たちが」考えて行動する力 

 ・人と関わり合って、考えを深める力 ・体験・経験を知識と結びつけて考える力 

・失敗を恐れず挑戦する力      ・自己をふり返り、次に生かす力 

 

上半期 保護者アンケートの結果 

肯定的な意見が目立つ項目としては、「子どもは日常のいろんなことに「なぜ？」「どうして？」などの疑問を感じる

ことが多い」「子どもは自分の考えをおうちでよく話している」「子どもは自分自身に満足している」「子どもは自分には長

所があると感じていると思う」「子どもは人の役に立つことが好きだ」などが挙げられると思います。実は、この項目は

昨年度の「上半期 保護者アンケート」の項目と同じで、本校の子どもたちにとって、日常的に疑問をもって生

活をしたり、自己肯定感や自己有用感に関わったりする内容について、安定して肯定的な様子が見られると感

じています。 

文部科学省が発表している過去の「全国学力・学習状況調査の結果（概要）」を見てみると、児童質問項目

の中の「課題の解決に向けて自分から取り組んだ」と「自分にはよいところがあると思う」の二つの質問に高い

相関関係が見られることがわかります。つまり、子どもたちが「なぜ？」「どうして？」と疑問をもち、探究的に調

べたり考えたりできるような環境があることは、子どもの自己肯定感を高めることにもつながると言えます。また

「探究的な学び」を支えるには、①課題が子どものものになっていること、②人との対話をすること、③自身の学

びをふり返ること、などが重要であると考えられます。ここで注目したいことは、上半期のアンケート項目の中で

「子どもは自分の考えをおうちでよく話している」「子どもは家族や人の話をよく聞いている」の項目がどちらも

肯定的な意見が多いということです。おそらく「なぜ？」「どうして？」と感じた子どもたちが、ご家庭の中での対 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
それは、「能力や才能」を褒められた子どもは失敗を恐れて同じ問題を選ぶ傾向が強く、「努力や過程」を褒め

られた子どもは積極的に新しい問題へ挑戦する傾向が見られたという結果です。私たちも、「よく頑張ったね」

「最後までやり抜いたね」といった努力や過程を認める声かけを大切にし、子どもたちの挑戦する気持ちを育ん

でいきたいと思います。 

 

児童アンケート結果 

 アンケートの数値を見ていると、待鳳小の子どもたちは、“聞く姿勢に優れ、人の役に立つことや相

手を大切にすることを大事にしている”ことがわかります。相手のことを考えて行動できる普段の様

子と重なります。一方で、“自分の考えを周りの人に伝えたり、目標や計画を立てたりすること”に苦

手意識をもつ児童が少し多いようです。子どもたちが自分の考えを積極的に話したり、目標に向かっ

て計画を立てたりできるように、今後も指導の仕方を模索し続けていく必要性を感じます。 

 現在本校が挑戦している生活科・社会科・総合的な学習の時間を軸にした「探究的な学習」は、それ

らの課題の改善を目指す 1 つの方策になるのではないかと考えています。探究的な学習を充実させる

には①子どもの課題意識を高める、②学習の計画を立てる、③個別最適な学びと協働的な学びに取り

組む、④学びをふり返り調整する、という 4つの学習過程のサイクルが大切です。昨年度から始めた

TTT（待鳳探究タイム）も今年度、活動を見直し「目標の設定」と「ふり返り」の充実を意識したこと

で、計画性をもって目標に向かう子どもたちの姿が多くなったように思います。他の項目に比べ肯定

的な意見が少ないものの、児童アンケートの「めあてや目標を実現するために自分で計画を立ててい

ますか」について 76.4％の児童が肯定的に捉えていることは一つの成果と言えるのではないでしょう

か。一方で、自分の考えを周りに伝えることについては、学習の中で対話する時間を確保し、対話の

価値を子どもたちが実感することが大切かと思います。一人で探究をすると、どこかで限界が訪れま

す。その時に対話することの良さや楽しさを感じ取れるように、授業を改善できればと考えています。 

 

保護者自由記述欄について 

保護者アンケートの自由記述欄で、多くのご意見をいただいております。すべてを紹介することは難しいため、

いただいたご意見をコンパクトにまとめ、カテゴライズしてお示ししたいと思います。 

学校行事について 

・土曜参観もなかなか平日の参観に参加できない人もいるかと思うので、実施していただきありがたい。 

学校体制について 

・入学したての頃の下校時には、長期間見守ってくださり大変ありがたかった。すぐーるでも丁寧に連絡く

ださるので、安心して学校に通わせることができている。 

・ＴＴＴや委員会など、特に高学年の児童の自主性を大切にした取り組みがあり、ぜひ続けてほしい。子ど

もたちが『良い学校にしたい』という意欲をもって活動に取り組めるよう、先生方が支え、その環境づく

りをして下さっていることが素晴らしい。 

学習について 

・学校のおかげで、コミュニケーション能力やプレゼンテーション力がすごく身に付いてきているように

思う。お出かけ先で、しっかりと相手の話を聞き、自分の意見を堂々と述べることが出来ている息子の姿

に感動することがよくある。 

・宿題に出た「可能性は無限大」のインタビュー中に、会話するなかで普段思っているけれど伝えられてい

なかった良いところをお互いに話すことができてステキな時間が過ごせた。 

・宿題が多い。夏休みや冬休みの宿題ももっと少なくしていただき、のびのびと過ごさせたい。 

・自分たちで修学旅行先を決め、自主性を持つような取り組みがいいなと思う。毎プリの宿題も、子どもの

考えや思っていることを知り、家族で話す良い機会になっている。参観日での授業も、ゲーム形式だった

り、全員が参加できたりする形式がとても興味深く、子供たちが飽きずに楽しみながら取り組める内容

だと思った。 

その他 

・子どもの遊ぶ場所がないと感じている。遊びは子どもたちの出会いの場所であり社会性を育む場所と思

いますが、そうした場所がないと感じている。体育館や校庭などを放課後や土曜日などにも開放してい

ただけたらありがたい。 

・「休み時間に先生も一緒に遊んでくれるねん！」と子どもから聞いて、お忙しい中も子どもたちと関わっ

ていただいて感謝している。 

貴重なご意見をありがとうございます。すべてのご意見にお応えできるわけではないですが、宿題の在

り方、子どもが楽しくなる授業の在り方などについては、学校としても問題を整理し、適宜改善をしていき

たいと考えております。 

アンケートへのご協力、誠にありがとうございました。今後ともどうぞよろしくお願いします。 

 

←肯定的｜否定的→ ←肯定的｜否定的→ 

児
童 


